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近
年
、
日
本
の
裁
判
で
Ｉ
Ｔ
化
が
検
討
さ
れ
始
め
ま
し
た
。

で
は
、
我
が
国
に
お
い
て
、
裁
判
手
続
の
Ｉ
Ｔ
化
と
民
事
訴
訟

記
録
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
ど
う
あ
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

　
民
事
訴
訟
で
は
、
訴
状
や
証
拠
な
ど
大
量
の
記
録
が
生
み
出

さ
れ
ま
す
。
現
在
は
、
閲
覧
を
希
望
す
る
人
が
裁
判
所
ま
で
出

向
き
、
手
続
を
す
れ
ば
閲
覧
で
き
る
と
い
う
の
が
原
則
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
な
れ
ば
、
だ
れ
も
が
何
で
も
見

ら
れ
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
訴
訟

記
録
に
は
氏
名
、
住
所
に
は
じ
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
や
営
業
上
の
秘
密
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を

守
り
つ
つ
、
ど
の
よ
う
に
公
開
す
る
か
、
検
討
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
司
法
に
関
す
る
情
報
公
開
は
、
司
法
の
透
明
性
の
確
保
と
い

う
観
点
か
ら
は
と
て
も
重
要
で
す
。
し
か
し
現
在
の
議
論
で
は

手
続
の
Ｉ
Ｔ
化
が
目
的
と
さ
れ
、
記
録
の
公
開
と
い
う
点
は
あ

ま
り
注
目
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
私
は
こ
れ
ま
で
米
国
の
民
事
訴
訟
に
つ
い
て
研
究
し
て
き
ま

し
た
。
米
国
で
は
す
で
に
閲
覧
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。
裁
判
資
料
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
民
主
主
義
に
と
っ
て
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
、
表
現
の
自
由
、
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
非

常
に
重
視
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
情

報
は
ア
ク
セ
ス
制
限
す
る
な
ど
、
柔
軟
な
対
策
も
と
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
米
国
の
取
り
組
み
は
参
考
に
値
す
る
で
し
ょ
う
。

も
し
か
す
る
と
日
本
で
は
、
議
論
の
結
果
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
観

点
か
ら
公
開
が
制
限
さ
れ
る
方
向
に
行
き
つ
く
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
結
果
が
そ
う
な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
こ
に
至
る
ま

で
に
議
論
を
重
ね
、
何
の
た
め
の
公
開
な
の
か
、
何
の
た
め
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
な
の
か
、
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
議
論
の
た
め
の
材
料
を
、
こ
の
研
究
に
よ
っ
て
提
供
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
米
国
と
の
対
比
を
通
じ

て
、
日
本
の
司
法
の
あ
る
べ
き
姿
、
日
米
そ
れ
ぞ
れ
の
国
が

「
裁
判
」
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
明

ら
か
に
し
て
い
き
ま
す
。

裁判手続のＩＴ化と訴訟記録の公開のあり方

髙
橋 

脩
一

法
学
部
准
教
授

科
研
費
採
択
研
究
か
ら

（
た
か
は
し
・
し
ゅ
う
い
ち
）
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研

究
科
博
士
課
程
修
了
。
博
士（
法
学
）。
専
門
は
英
米
法
、
民
事
司

法
制
度
。著
書
に『
基
礎
か
ら
学
べ
る
ア
メ
リ
カ
法
』（
共
著
）な
ど
。

研究
種目 氏名 所属・職名 研究課題名

基
盤
研
究（
Ｂ
）

黒田　友哉 法学部准教授 1970年代の日米欧三極国際秩序の模索―日米
関係史と日欧関係史の総合化の試み

成田　雅彦 国際コミュニケー
ション学部教授

癒しと再生のロマン主義―グリーンケアをめ
ぐる環大西洋エコロジーの展開と現代性

基
盤
研
究（
Ｃ
）

佐藤　雅幸 経済学部教授 イップスおよびジストニアにおける発症のメ
カニズムと対処法に関する研究

中村　吉明 経済学部教授 コロナ禍で変容するモビリティ・シェアリン
グの阻害要因・普及促進方策の解明

奴田原健悟 経済学部教授 マクロ経済における資産価格変動メカニズム
の解明と望ましい経済政策の在り方の研究

青木　章通 経営学部教授 サービス業における収益管理の役割期待の変
化に関する研究

中村　世名 経営学部講師 企業の市場適応行動パターンとその成果：製
品ポートフォリオの動態的分析に基づいて

伊藤　和憲 商学部教授 統合報告の価値創造に関する情報利用の研究

阪本　将英 商学部教授 石綿健康被害救済制度の改正に向けた制度設
計に関する包括的研究

瀬下　博之 商学部教授 倒産法制における損害賠償請求権の責任負担
の在り方についての経済学的研究

菱山　　淳 商学部教授 リース取引に関する資本化回避行動の分析

大崎　恒次 商学部准教授 ニューノーマル時代の健康経営：若者世代の
身体的・精神的・社会的健康に着目して

新田　晴彦 商学部
非常勤講師

英語母語話者の航空管制通話と日本人リスニ
ング能力の限界

伊藤　博明 文学部教授 近世におけるシビュラ図像の流布と展開

上村　妙子 文学部教授 コミュニケーション能力を重視したジャンル
・アプローチに基づくライティング指導

鬼嶋　　淳 文学部教授 戦後日本の地域形成に関する歴史的研究

濱松　純司 文学部教授 形態・統語のインターフェイスにおける句の
語彙化―語彙論の仮説の検証

南　　修平 文学部准教授 海と陸から問い直すアメリカ現代史―20世紀
後半ニュージャージー州沿岸諸都市の変容

渡邉真理子 文学部准教授 アメリカ文学におけるサバイバルの修辞学と
冷戦期再考

永野由紀子 人間科学部教授 アジアの家族と村落コミュニティの比較歴史
社会学：日本とインドネシアを中心に

池尾　玲子 国際コミュニケー
ション学部教授 21世紀現在時制小説の文体研究

新井　勝紘 人文科学研究所
参与

学徒出陣兵の記憶および記録の「継承」のた
めの実践的研究

若
手
研
究

澤山　裕文 法学部講師 組織再編における株主による会社情報の調査
の利用可能性

山田　昭子 文学部
非常勤講師

昭和期を中心にした少女雑誌に見る女子アス
リートのジェンダー表象

角谷　基文 日本学術振興会
特別研究員

自閉症者の社会的動機付け：脳機能実験とウ
ェブ実験を用いた計算論的精神医学研究

2021年度 新規採択一覧2021年度 新規採択一覧

氏名 所属・職名 刊行物の名称

研 究 成 果
公開促進費

妹尾　哲志 法学部教授 冷戦変容期の西ドイツ外交とアメリカ

土屋　昌明 国際コミュニケー
ション学部教授 中国道教美術史　漢魏晋南北朝篇

　
２
０
２
１
年
度
の
科
学
研
究

費
助
成
事
業
（
科
研
費
）
の
専

修
大
学
の
採
択
件
数
は
、
新
規

と
継
続
分
を
合
わ
せ
て
１
０
１

件
、
直
接
経
費
１
億
１
１
２
５

万
円
だ
っ
た
。
こ
の
う
ち
新
規

採
択
は
25
件
。
ま
た
、
学
術
研

究
の
成
果
を
公
開
す
る
た
め
に

刊
行
す
る
学
術
図
書
の
助
成
に

は
２
件
が
内
定
し
た
。

　
新
規
採
択
の
研
究
種
目
別
内

訳
は
、
１
人
ま
た
は
複
数
の
研

究
者
が
共
同
し
て
行
う
「
基
盤

研
究
」
22
件
、
博
士
の
学
位
取

得
後
８
年
未
満
の
研
究
者
が
１

人
で
行
う
「
若
手
研
究
」
が
３

件
だ
っ
た
。

　
科
研
費
は
、
競
争
的
研
究
資

金
で
、
研
究
者
の
自
由
な
発
想

に
基
づ
く
研
究
を
助
成
す
る
仕

組
み
の
一
つ
。
基
礎
か
ら
応
用

ま
で
あ
ら
ゆ
る
学
術
研
究
が
対

象
と
な
る
。
研
究
期
間
は
基
盤

研
究
が
３
〜
５
年
、
若
手
研
究

が
２
〜
５
年
。
直
接
経
費
は
、

研
究
者
が
研
究
課
題
の
遂
行
に

つ
い
て
自
由
に
使
え
る
経
費
。

独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興

会
が
４
月
、
交
付
内
定
を
発
表

し
た
。

　
新
規
採
択
研
究
の
一
覧
は
表

の
通
り
。

21
年
度
新
規
は
25
件

101
件
採
択

科
研
費

愚
か
な
風

　
　
〜
忖
度
時
代
の
政
権
と

　
　
メ
デ
ィ
ア

 

山
田
健
太 

著

　
主
と
し
て
沖
縄
地
元
紙
・

琉
球
新
報
の
寄
稿
を
ま
と
め

た
も
の
。
２
０
０
８
年
か
ら

始
ま
っ
た
連
載
は
す
で
に
１

６
０
回
を
数
え
る
が
、
本
書

は
16
年
か
ら
20
年
の
首
相
交

代
ま
で
を
扱
う
。
そ
れ
以
前

を
ま
と
め
た
前
著
『
見
張
塔

か
ら
ず
っ
と
〜
政
権
と
メ
デ

ィ
ア
の
８
年
』
と
併
せ
読
む

と
、
表
現
の
自
由
の
後
退
状

況
が
如
実
に
わ
か
る
。

　
戦
後
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

状
況
は
20
年
ご
と
に
、
構
築

（
１
９
４
５
年
〜
）、
躍
動

（
65
年
〜
）、
挟
撃
（
85
年

〜
）、
忖そ

ん

度た
く

（
２
０
０
５
年

〜
）
の
時
代
に
わ
け
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
巻
末
に
は
こ

こ
15
年
を
中
心
に
、
戦
後
の

言
論
表
現
の
自
由
関
連
年
表

を
つ
け
、
よ
り
客
観
的
に
日

本
の
「
い
ま
」
を
理
解
し
て

も
ら
え
る
よ
う
工
夫
し
た
。

（
田
畑
書
店
・
税
込
み
２
５

３
０
円
）

　
小
沢
一
郎
経
営
学
部
教
授

が
、
日
本
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学

会
の
学
会
賞
に
あ
た
る
山
城

賞
（
本
賞
）
を
受
賞
し
た
。

　
受
賞
し
た
の
は
著
書
『
進

化
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ダ

イ
ナ
ミ
ク
ス
‥
変
革
期
を
超

克
す
る
組
織
能
力
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
』（
２
０
１
９
年
・
白
桃

書
房
）。組
織
の
盛
衰
の
一
要

因
と
な
る
「
進
化
的
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
」に
つ
い
て
論
じ
、

環
境
変
化
を
先
取
り
す
る
組

織
能
力
の
在
り
方
と
そ
の
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
考
察
し
た
。

　
太
田
和
博
商
学
部
教
授
の

『
日
本
の
道
路
政
策
｜
｜ 

経
済
学
と
政
治
学
か
ら
の
分

析
｜
｜
』（
２
０
２
０
年
・

東
京
大
学
出
版
会
）
が
２
０

２
０
年
度
公
益
事
業
学
会
賞

法
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

 

第
４
版

 

山
田
健
太 

著

　
２
０
２
１
年
通
常
国
会
で

は
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
責
任
制
限

法
、
デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連

法
、
少
年
法
改
正
、
土
地
利

用
規
制
法
な
ど
が
成
立
し

た
。
こ
れ
ら
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
規

制
、
個
人
情
報
保
護
、
少
年

犯
罪
報
道
の
実
名
転
換
、
住

民
の
思
想
調
査
権
限
な
ど
、

表
現
の
自
由
に
大
き
な
影
響

が
あ
る
も
の
ば
か
り
だ
。
さ

ら
に
今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
に
関

連
し
て
の
私
権
制
限
も
引
き

続
き
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
最
新
事
情
に
も
す

べ
て
対
応
し
た
、
国
内
最
速

の
解
説
書
で
あ
り
、
表
現
の

自
由
の
ほ
ぼ
全
領
域
を
カ
バ

ー
し
た
唯
一
の
体
系
書
で
も

あ
る
。
初
版
は
２
０
０
４
年

に
な
る
が
、
５
年
ぶ
り
に
全

編
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
特
徴
の

左
右
ペ
ー
ジ
割
り
（
左
が
基

本
事
項
、
右
が
資
料
編
）
は

そ
の
ま
ま
で
、
扱
う
法
令
・

判
例
は
３
０
０
項
目
以
上
、

事
項
項
目
は
５
０
０
を
超
え

る
。

　
学
科
・
研
究
科
学
生
の
教

科
書
用
の
ほ
か
、
広
く
現
場

の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
研
究

者
に
も
好
評
を
得
て
き
た

が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

情
報
発
信
な
ど
の
問
題
が
山

積
し
て
い
る
い
ま
、
よ
り
広

く
一
般
の
皆
さ
ん
に
も
ご
一

読
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

９
月
に
は
姉
妹
書
の
『
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
の
倫
理
』
も
刊

行
予
定
で
あ
る
。

（
勁
草
書
房
・
税
込
み
３
３

０
０
円
）

　
筆
者
（
や
ま
だ
・
け
ん
た
）

文
学
部
教
授
。
言
論
法
。

商
・
太
田
教
授

公
益
事
業
学
会
賞

経
営
・
小
沢
教
授

山
城
賞
を
受
賞

　「
現
代
経
済

の
新
展
開
｜
｜

コ
ロ
ナ
危
機
を

越
え
て
」
を
共

通
テ
ー
マ
に
し

た
経
済
学
部
の

公
開
講
座（
全

６
回
）
が
５
〜

６
月
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
か
れ

た
。
社
会
に
大

き
な
変
化
を
も

た
ら
し
た
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
、

現
代
経
済
は
ど

こ
へ
向
か
う
の
か
｜
｜
。
ポ

ス
ト
・
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
や
デ
ジ
タ
ル
課

税
、
在
宅
勤
務
、
産
業
動

向
、
金
融
政
策
な
ど
の
新
た

な
可
能
性
に
つ
い
て
６
人
の

講
師
陣
が
論
じ
た
。

　
第
３
回
の
５
月
29
日
は
、

櫻
井
宏
二
郎
教
授
が
「
日
本

の
労
働
の
構
造
的
問
題
」
と

題
し
て
講
演
。
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
我

が
国
特
有
の
産
業
・
労
働
面

の
課
題
に
つ
い
て
解
説
し

た
。

　
講
演
の
な
か
で
櫻
井
教
授

は
、
日
本
的
雇
用
慣
行
に
関

わ
る
問
題
と
し
て
「
技
術
変

化
の
ス
ピ
ー
ド
に
従
来
型
の

人
材
育
成
が
対
応
で
き
て
い

な
い
」
こ
と
な
ど
を
挙
げ
、

Ｏ
ｆ
ｆ-

Ｊ
Ｔ
の
活
用
や
若

手
の
積
極
登
用
、
中
途
採
用

市
場
な
ど
の
有
効
性
に
つ
い

て
述
べ
た
。ま
た「
保
育
所
な

ど
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
や
環
境

の
不
備
に
よ
り
女
性
の
潜
在

能
力
を
生
か
せ
て
お
ら
ず
、

労
働
生
産
性
の
低
さ
の
一
因

に
な
っ
て
い
る
」
と
指
摘
。

国
際
比
較
を
通
じ
て
、
管
理

職
に
占
め
る
女
性
の
割
合
と

合
計
特
殊
出
生
率
は
正
の
相

関
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
、「
今
後
の
日
本
の
働
き
方

を
考
え
る
う
え
で
熟
慮
す
べ

き
内
容
だ
」
と
強
調
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
は
対
面
を
伴
う

消
費
を
減
少
さ
せ
、
と
り
わ

け
宿
泊
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業

に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
た
。

一
方
で
コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
、

テ
レ
ワ
ー
ク
に
代
表
さ
れ
る

新
た
な
働
き
方
や
Ｄ
Ｘ
の
導

入
が
進
ん
だ
。
こ
う
し
た
変

化
は
仕
事
内
容
の
明
確
化
や

専
門
化
に
つ
な
が
る
と
し
、

「
今
後
は
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
へ

の
移
行
が
進
み
、
生
産
性
が

高
ま
る
こ
と
も
期
待
さ
れ

る
」
と
の
展
望
を
示
し
た
。

を
受
賞
し
た
。

　
同
書
は
、
膨
大
な
資
料
を

も
と
に
、
経
済
学
と
政
治
学

の
手
法
を
駆
使
し
て
、
わ
が

国
の
道
路
政
策
の
全
体
像
を

分
か
り
や
す
く
解
き
明
か
し

た
。
30
年
に
及
ぶ
研
究
の
集

大
成
と
し
て
、
道
路
政
策
の

あ
り
方
を
論
じ
る
と
と
も

に
、
完
全
な
自
動
運
転
が
実

現
さ
れ
た
社
会
の
将
来
像
も

提
示
し
て
い
る
。

　
太
田
教
授
は
同
書
で
、
２

０
２
０
年
度
日
本
交
通
学
会

賞
、
国
際
交
通
安
全
学
会
賞

も
受
賞
し
て
い
る
。

経済学部公開講座

コロナ後の経済を展望


